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5,422

8,205

RD
+189

法⼈
ウェルス
+463

JCIB
+546
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+119

受託
財産
+33

GCIB
+709

市場
+677

その他
+48

FY25
1Q

RD 法⼈
ウェルス

JCIB GCB 受託
財産

GCIB 市場 その他 FY26
1Q

顧客部⾨ +2,058

8,094 

+1,820
+470

+1,040

▲170

▲520

5,460

FY25 業務純益 与信費⽤ 株関 持分法
投資損益

その他 FY26

キーメッセージ

営業純益の増減*1 親会社株主純利益の増減内訳

*1 社内管理上の連結業務純益
本資料における計数・表記の定義は最終ページに掲載

1

2

25年度
1Q

26年度
1Q

（億円） （億円、税後・概数）

25年度
1Q

26年度
1Q

業務純益 与信関係
費⽤総額

株式等
関係損益

持分法
投資損益

為替影響 約+400
円⾦利上昇影響 約+600

為替影響 約+500

26年
6⽉末

25年
6⽉末為替レート

162.39144.81USD/JPY

業務純益︓8,090億円（前同⽐+2,660億円 / ⽬標対⽐進捗率28%）
円⾦利上昇の取り込みに加えて、貸出残⾼の増加や各種⼿数料収⼊の伸⻑により⼤幅増益

親会社株主純利益︓8,094億円（前同⽐+2,633億円 / ⽬標対⽐進捗率30%）
業務純益や持分法投資損益の⼤幅増加により、第1四半期としての過去最⾼益を更新

その他

+2,633
（+48%）

主な内訳
• 前年の⼀過性利益の反動

（⼦会社清算益等）
• ⾮⽀配株主純利益の増加



3

増減

1 業務粗利益（信託勘定償却前） 13,584 17,360 +3,776 

2 資⾦利益 6,907 8,823 +1,916 

3 信託報酬＋役務取引等利益 4,994 6,037 +1,042 

4 特定取引利益＋その他業務利益 1,681 2,498 +817 

5 うち国債等債券関係損益 ▲282 ▲350 ▲67 

6 営業費（▲） 8,154 9,270 +1,116 

7 （経費率） 60.0% 53.4% ▲6.6ppt

8 業務純益 5,429 8,090 +2,660 

9 与信関係費⽤総額 ▲469 ▲720 ▲251 

10 株式等関係損益 303 989 +686 

11 株式等売却損益 315 1,034 +719 

12 持分法による投資損益 1,579 2,615 +1,036 

13 その他の臨時損益 242 205 ▲37 

14 経常利益 7,085 11,179 +4,093 

15 特別損益 200 3 ▲197 

16 親会社株主純利益 5,460 8,094 +2,633 

（ご参考）

17 ROE（東証定義） 10.8% 14.4% +3.6ppt

（億円） 25年度
1Q

26年度
1Q

⽬標対⽐
進捗率

28%

30%

損益の概要
連結P/L

【連結】【連結】

■業務粗利益（為替影響︓約+750億円）
•資⾦利益が円⾦利上昇の取り込みや貸出残⾼の増加に伴って
伸⻑したほか、⼿数料収⼊が国内外の融資・ソリューション関連の
ビジネスや資産運⽤を中⼼に増加、セールス&トレーディング収益も
•伸⻑するなど、幅広く増益

■営業費（為替影響︓約+350億円）
• インフレ影響に加えて、成⻑に向けた戦略的資源投⼊の実⾏や、
サイバーセキュリティ対応等で費⽤増加も、業務粗利益の増加が
上回り、経費率は改善

■与信関係費⽤総額
•前年度に⼤⼝の貸倒引当⾦戻⼊を計上した反動により増加

■持分法による投資損益
•Morgan Stanleyの業績好調を主因として⼤幅増加

■親会社株主純利益
•第1四半期としての過去最⾼益を更新
•通期⽬標2.7兆円に対する進捗率は30％と堅調に推移
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25年度1Q 26年度1Q 増減
2,520 2,894 +374

預貸⾦収益 764 1,054 +290
内為・外為 110 113 +3
資産運⽤ 135 204 +68
カード決済 607 634 +27
コンシューマーファイナンス 799 831 +32

1,880 2,074 +193
経費率 75% 72% ▲3ppt

640 820 +180
229 234 +4

（億円）
粗利益

経費（▲）

営業純益
当期純利益

（参考）事業本部別業績（1/2）
法⼈・ウェルスマネジメント事業本部*1リテール・デジタル事業本部*1

*1 社内管理上の計数。現地通貨ベース *2 国内分のみ *3 不動産証券化等を含む

コーポレートバンキング事業本部*1 グローバルCIB事業本部*1

25年度1Q 26年度1Q 増減
1,953 2,528 +574

預貸⾦収益 889 1,222 +333
内為・外為 254 261 +7
デリバティブ・ソリューション 203 306 +103
不動産・証券代⾏・相続 123 142 +20
資産運⽤ 398 560 +163

1,102 1,222 +119
経費率 56% 48% ▲8ppt

851 1,306 +455
627 879 +251

（億円）
粗利益

経費（▲）

営業純益
当期純利益

25年度1Q 26年度1Q 増減
2,235 2,729 +494

預貸⾦収益 1,278 1,523 +245
内為・外為*2 224 222 ▲1
デリバティブ・ソリューション*2 150 314 +164
不動産・証券代⾏ 172 208 +36
M&A・DCM･ECM*3 132 168 +36
海外⾮⾦利収益 223 233 +10

924 986 +63
経費率 41% 36% ▲5ppt

1,311 1,743 +432
1,169 1,394 +225

（億円）
粗利益

経費（▲）

営業純益
当期純利益

25年度1Q 26年度1Q 増減
1,777 2,223 +446

預貸⾦収益 871 1,041 +170
⼿数料 735 950 +215
外為・デリバティブ 77 118 +41
DCM・ECM 71 85 +15

964 1,007 +43
経費率 54% 45% ▲9ppt

813 1,216 +403
639 811 +171

（億円）
粗利益

経費（▲）

営業純益
当期純利益

【連結】
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（参考）事業本部別業績（2/2）
受託財産事業本部*1

*1 社内管理上の計数。現地通貨ベース
*2 KSの計数は会計基準差異調整後、GCB帰属分のみを含み、その他の事業本部帰属分を除く。BDIはエンティティベース

市場事業本部*1

25年度1Q 26年度1Q 増減
1,252 1,344 +92

AM 364 378 +14
IS 687 738 +50
年⾦ 200 228 +28

910 966 +56
経費率 73% 72% ▲1ppt

342 378 +36
230 249 +20

（億円）
粗利益

経費（▲）

営業純益
当期純利益

25年度1Q 26年度1Q 増減
1,636 2,715 +1,079

セールス&トレーディング 796 997 +201
トレジャリー 727 1,700 +973

711 756 +45
経費率 43% 28% ▲16ppt

926 1,959 +1,033
セールス&トレーディング 219 386 +167
トレジャリー 598 1,560 +962

817 1,287 +471

（億円）

当期純利益

粗利益

経費（▲）

営業純益

【連結】
グローバルコマーシャルバンキング事業本部*1,2

25年度1Q 26年度1Q 増減
1,598 1,697 +99

KS 1,182 1,264 +83
BDI 378 454 +75

894 965 +71
56% 57% +1ppt

KS 577 639 +62
（経費率） 49% 51% +2ppt
BDI 213 242 +29
（経費率） 56% 53% ▲3ppt

704 732 +28
KS 604 625 +21
BDI 165 212 +46

245 340 +95
KS 205 185 ▲20
BDI 58 86 +28

（億円）
粗利益

経費（▲）

営業純益

当期純利益

（経費率）
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（参考）主要業態別業績
主要業態別の業績概要*2

*1 持分⽐率勘案後の実績 *2 連結調整前概算値、当期純利益は持分⽐率勘案前（持分⽐率は、アコム︓約39.6%、KS︓約76.9%、BDI︓約92.5％）
*3  25年度1Qは繰延税⾦資産の回収可能性に係る企業分類の変更に伴い、法⼈税等調整額が利益⽅向に増加した影響を含む

（億円） 26年度 前年 26年度 前年 26年度 前年
1Q 同期⽐ 1Q 同期⽐ 1Q 同期⽐

業務粗利益 9,611 +2,809 1,260 +384 904 +116

業務純益 5,407 +2,206 659 +325 316 +259

当期純利益 4,851 +1,701 604 +237 248 +165

（億円） 26年度 前年 26年度 前年 26年度 前年
1Q 同期⽐ 1Q 同期⽐ 1Q 同期⽐

業務粗利益 149 +33 643 +25 769 +47

業務純益 70 +25 115 +75 503 +43

当期純利益 50 +16 11 +50 191 ▲149

（億円） 26年度 前年 26年度 前年 26年度 前年
1Q 同期⽐ 1Q 同期⽐ 1Q 同期⽐

業務粗利益 1,913 +310 562 +110 217 +6

業務純益 903 +136 241 +60 22 ▲21

当期純利益 356 +15 104 +36 26 ▲5

KS BDI FSG

銀⾏単体 信託単体 証券

MUAM ニコス アコム

【連結】

銀⾏
単体

4,851

信託
単体
604

証券
248

MUAM
50

ニコス
11

アコム
75

KS
273

BDI
96

FSG
26

MS
2,222

その他
▲367

MUFG
連結

8,094

親会社株主純利益の主要業態別内訳*1

（億円）

*3
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92.7 93.6 94.1 94.0 94.2 94.8 

83.5 86.2 82.9 84.4 91.0 87.1 

47.7 48.6 47.6 48.7 54.1 54.9 
224.0 228.5 224.7 227.2 239.4 236.9 

24/3 25/3 25/6 25/9 26/3 26/6

14.2 14.2 14.3 14.3 14.4 14.4 

52.1 52.2 53.9 54.5 60.1 61.5 

2.6 7.9 7.6 5.5 3.4 0.7 
46.8 46.3 46.2 48.4 55.5 57.3 
2.4 2.0 1.8 1.9

1.6 1.7118.3 122.9 124.0 124.8 
135.2 135.7 

24/3 25/3 25/6 25/9 26/3 26/6

B/Sの概要
B/Sサマリー （ ）内は前年度末⽐

住宅ローン

国内法⼈*2

政府等

海外*3

その他

貸出⾦推移（末残）*1

（兆円） 26/3⽐ 海外貸出 +1.7（除く為替影響 +1.0）

26/3⽐ 海外店他 +0.7（除く為替影響 ▲0.0）

【連結】

個⼈*6

法⼈*6

海外*7

（兆円）

*1 銀⾏勘定＋信託勘定 *2 政府等向け貸出除く、外貨建貸出を含む
*3 海外⽀店＋MUAH＋KS＋BDI＋MUFGバンク（中国）＋MUFGバンク（マレーシア）＋MUFGバンク（ヨーロッパ） *4 銀⾏勘定
*5 ⽇本銀⾏当座預⾦（2⾏合算+⽇本マスタートラスト信託銀⾏） *6 2⾏合算 *7 海外店その他⼦会社等預⾦

（兆円） 26/6末時点

61.5 94.8

57.3 87.1

0.7 54.9

30.6

32.0

63.3

135.7 236.9

(+0.4)

  有価証券*4

  預⾦

  その他

172.7

(+0.5)

(+1.4)

(+1.7)

(▲2.7)

(▲2.5)

(+0.7)

(▲3.8)

(+0.6)

  貸出⾦*1

国内法⼈*2

(▲0.7)

海外*7

法⼈*6

個⼈*6

(+2.4)

(+2.0)

433.9

(+4.2)

(+2.1)

24.1
209.9

88.1

  その他
  純資産

(▲0.7)

(▲6.0)

総資産

⽇銀当預*5

外債

国債

政府等

海外*3

預⾦推移（末残）



8

0.64%

0.65%
0.64%

0.65%

0.68%

0.62%

0.65%0.65%0.65%
0.68%

0.5%

0.6%

0.7%

2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

中堅・中⼩企業 ⼤企業

国内貸出⾦

国内法⼈貸出利ざや*2,4,5

【連結・2⾏合算】
国内預貸⾦利回りの推移*4,5

*6

2023 2024 2025

2023

貸出⾦（末残）*1

（兆円）

2026

2024 2025 2026

）

1.13%1.18%1.20%
1.32%

1.47%

0.95%0.99% 0.99%1.05%

0.17%0.19%0.20%
0.26%0.30%

0.0%

0.4%

0.8%

1.2%

1.6%

2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

貸出⾦利回り 預貸⾦利回り差 預⾦等利回り

1.16%

*1 銀⾏勘定+信託勘定 *2 外貨建貸出を含む *3 中⼩企業等貸出⾦－消費者ローン *4 政府等向け貸出を除く *5 社内管理上の計数。2⾏合算
*6 23年度4Q、24年度4Q、25年度4Qの期末の利⼦補給⼀括計上の影響除き *7 過年度に計上済みの⼤⼝未収利息を25年度3Qに⼀括不計上に変更した影響を調整

*7

政府等

⼤企業*2

中⼩企業*2,3

住宅ローン
14.2 14.2 14.3 14.3 14.4 14.4

26.0 27.2 27.2 27.8 31.0 30.6 

26.1 25.0 26.6 26.7 
29.1 30.9 

2.6
7.9 7.6 5.5

3.4 0.7
69.1

74.5 75.8 74.4
78.1 76.7

24/3 25/3 25/6 25/9 26/3 26/6

26/3末⽐ ▲1.3
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16.2 15.4 15.3 16.1 18.8 19.4

8.3 8.5 8.9 9.2
10.9 11.4

14.5 14.3 14.0 14.4

16.8 17.2
6.3 6.4 6.3

7.0

7.2
7.4

1.4 1.6 1.5
1.5

1.7
1.8

46.8 46.3 46.2
48.4

55.5
57.3

24/3 25/3 25/6 25/9 26/3 26/6

26/3末⽐ +1.7
（除く為替影響 +1.0）

1.40%1.39%
1.40%1.40%1.39%

1.1%

1.2%

1.3%

1.4%

1.5%

2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

4.19%4.51%4.71%4.61%
4.65%

1.74%1.80%1.75%
1.78%

1.78%

7.9% 7.7% 7.5% 7.3% 7.6%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

BDI 純⾦利収益率 KS 純⾦利収益率
2⾏合算 預貸⾦利回り差

海外貸出⾦
海外利回り等の推移

海外貸出利ざや*3,5

【連結・2⾏合算】

*3
*2*1,4

貸出⾦（末残）
（兆円）

2023 2024 2025 2026

2023 2024 2025 2026

EMEA

⽶州

アジア・
オセアニア

BDI

KS

*1 インドネシア会計基準に基づくBDIの決算報告書における財務情報 *2 タイ会計基準に基づくKSの決算報告書における財務情報 *3 社内管理上の計数。2⾏合算
*4 銀⾏の連結⼦会社であるPT Adira Dinamika Multi Finance TbkとPT Mandala Multifinance Tbkの合併に伴い、25年度1Qから4Qを遡及修正（2Qから4Qは概算値）
*5 24年度1Qから25年度1Qは、売却済みの⼤⼝の貸出変動について個別調整をした試算値
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▲461▲58

▲2,229

▲5,155 ▲3,314

▲6,748

▲4,979

▲1,087
▲3,558

▲720

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26
1Q

銀⾏単体 CF
海外⼦会社 その他

EMEA 1,552 1,715 1,278 1,036 719
⽶州 1,021 6,015 1,240 2,056 1,995
アジア 3,702 4,207 4,918 4,772 4,627
国内 9,358 8,137 7,867 6,742 5,037

内訳*2

アセットクオリティ
銀⾏法及び再⽣法に基づく債権（正常債権を除く） 与信関係費⽤総額の推移

*1 銀⾏法及び再⽣法に基づく債権（正常債権を除く）残⾼ ÷ 銀⾏法及び再⽣法に基づく債権残⾼ *2 地域は債務者の所在地による区分
*3 ニコスとアコムの連結ベース合算 *4 銀⾏の海外連結⼦会社の合算 *5 その他⼦会社および連結調整

（億円） （億円）

【連結】

（年度）

費⽤

戻⼊益

不良債権⽐率*1

15,634 

20,075 

15,304 14,607 

12,380 

1.26%
1.51%

1.11%
0.96%

0.80%

23/3 24/3 25/3 26/3 26/6 ▲469

▲720

▲3,500

▲143 ▲36 ▲61 ▲11

25年度
1Q

銀⾏
単体

CF 海外
⼦会社

その他 26年度
1Q

26年度
通期

費⽤増加

費⽤減少

（億円）

与信関係費⽤総額の増減

*3
*5

*3

CF
▲299

海外⼦会社
▲565

銀⾏単体
148

*4

*4 *5
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1,270 1,690
2,760 

1,390
1,540

1,660 1,370

2,160

1,430 

FY18-20 FY21-23 FY24-26

180
26年度

（兆円） 26年6⽉末 26年3⽉末⽐ 26年6⽉末 26年3⽉末⽐

1 26.85 +0.84 ー ー
2 58.38 +0.59 3.07 +0.36
3 国内株式 4.09 +0.35 3.19 +0.37
4 国内債券 16.16 +1.37 ▲0.28 +0.00
5 うち国債 14.49 +1.14 ▲0.13 +0.00
6 その他 38.12 ▲1.13 0.16 ▲0.01
7 うち外国株式 0.91 +0.07 0.18 +0.06
8 うち外国債券 27.68 ▲0.61 ▲0.17 ▲0.03
9 その他 9.51 ▲0.59 0.16 ▲0.04

残⾼ 評価損益

満期保有⽬的

その他有価証券

▲0.12 ▲0.13 ▲0.24 ▲0.29 ▲0.28 ▲0.28
▲0.2 ▲0.2 ▲0.2 ▲0.3 ▲0.2 ▲0.3

24/3 24/9 25/3 25/9 26/3 26/6

保有有価証券の状況（1/2）
有価証券（時価あり）の内訳

*1 社内管理上の計数。概算値 *2 銀⾏・信託の単純合算。概数 *3 今中計期間中の売却予定分

▲0.99
▲0.56 ▲0.11

0.00

▲0.14 ▲0.17
▲0.5 ▲0.5

0.1 0.0 0.1 0.0

24/3 24/9 25/3 25/9 26/3 26/6

国内債券の評価損益（ヘッジポジション等勘案後*1 ）

その他有価証券評価損益の推移
（兆円）

【連結・2⾏合算】

外国債券の評価損益（ヘッジポジション等勘案後*1 ）

政策保有株式の削減*2

• 26年6⽉末時点の今中計期間における累計売却実績は
計約4,600億円

• 未売却の今中計期間中の売却合意残⾼を含めて、
売却⾒通しは6,030億円まで積み上げ

6,030

実績
4,030

実績
5,390

18年度

19年度

20年度

21年度

22年度

23年度

（億円）

⽬標
7,000

24年度

220

売却額（取得原価ベース） 未売却の売却合意残⾼*3

各年度の1Qの売却額

170

230

110

220

220

150
25年度

200
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保有有価証券の状況（2/2） 【2⾏合算】
国債残⾼*1・デュレーション*2 外国債券残⾼*1・デュレーション*2

（兆円）

*1 その他有価証券および満期保有⽬的の国債。2⾏合算 *2 その他有価証券。外国債券のデュレーションは社内管理上の概算値
*3 その他有価証券および政府等向け貸出⾦含みの平均デュレーション

（兆円）

*3

22.3 
16.8 17.9 

11.5 
13.7 14.3 

8.7 

7.5 7.5 

7.7 4.4 5.6 

4.2 

4.9 
6.9 

9.3 10.0 
10.0 

0.6 

0.9 
1.9 

0.5 0.0 
0.0 

14.6 13.1 13.3 13.1
15.2

16.1

35.9

30.3
34.3

29.1 28.3
30.1

1.0 

1.9 

3.0 3.1 

1.5 1.2 

1.4 
2.2 2.3 

1.2 1.2 

24/3 24/9 25/3 25/9 26/3 26/6

1年以内 1年超5年
5年超10年 10年超
うち、満期保有⽬的 平均デュレーション（年）
平均デュレーション（年）

2.9 3.2 3.4 5.5 5.2 5.1 
6.7 6.0 6.5 3.0 5.8 5.0 

4.6 4.0 4.5 5.8 3.4 3.8 

10.8 13.0 12.1 
16.6 16.0 15.6 

25.2 26.4 26.7 

31.0 30.6 29.6 

7.1 6.2 6.0 6.4 6.3 6.1

5.0 4.9 
4.5 

4.1 
3.7 3.8 

24/3 24/9 25/3 25/9 26/3 26/6

1年以内 1年超5年
5年超10年 10年超
うち、満期保有⽬的 平均デュレーション（年）
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4,236

5,964

359

693

495

525

1,255

1,480

359

464

200 

▲304

6,907

8,823 

1,681 
2,187 

594 

699 365 

455 
113 

146 
594 

626 
218 

237 

290 

345 

269 

340 

198

227

222 

237 

444

534

4,994 

6,037 

1 2

（参考）業務粗利益の内訳
資⾦利益 信託報酬＋役務取引等利益 特定取引利益＋その他業務利益

（億円） （億円）（億円）

*1 投信解約損益（2⾏合算）として以下を含む。
25年度1Q︓銀⾏単体 135億円、信託単体 44億円 ｜ 26年度1Q︓銀⾏単体 459億円、信託単体 195億円

*2 国債等債券関係損益として以下を含む。 25年度1Q︓▲282億円 ｜ 26年度1Q︓▲350億円

国内
2,342

国際
1,894

国内
3,644

国際
2,319

国内
735

国際
946

883

1,459

▲78 ▲132

482

507

189

182

78

92

125

389

1,681

2,498

【連結】

銀⾏
単体

KS
BDI

銀⾏
単体

信託
単体

ニコス

KS
FSG

証券

MUAH

銀⾏
単体

証券

アコム MUAH
KS

アコム信託
単体

MUAM

国内
729

国際
1,458

その他

その他

その他

*1

*1

25年度
1Q

26年度
1Q

25年度
1Q

26年度
1Q

25年度
1Q

26年度
1Q

信託
単体

*2

*2

MPMS
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5,460 
8,094 

8,809
6,366

▲2,569
3,887

5,830

9,813 8,526 9,848 10,337 9,514 9,264 9,896 8,726
5,281

7,770
11,308 11,164

14,907

18,629

06年度 07年度 08年度 09年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

1Q 2Q 3Q 4Q

24,272

5,429 
8,090 

16,527
13,969

11,891
15,155 15,016 15,074 15,392 14,641

16,449 15,579 14,182
12,328

10,785 11,844 12,484 12,167 

15,942 
18,437 15,911 

23,772 

06年度 07年度 08年度 09年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

1Q 2Q 3Q 4Q
29,000

（参考）MUFG発⾜以降の業績の推移

親会社株主純利益

（億円）

【連結】

（億円）
通期⽬標

通期⽬標

27,000

業務純益
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• トップマネジメントのメッセージを中⼼に、MUFGの「強み」や「めざす姿」を盛り込み、毎年7⽉末に発刊
• 今年度からCEOに就任した半沢のメッセージに加え、AIの取り組みやガバナンスに関する記載を充実。解説動画も新たに作成

（参考）MUFG Report2026（統合報告書）

主なコンテンツ

CFOメッセージ CSO兼CSuOメッセージ CHROメッセージ

マネジメントメッセージ

MUFG×Sakana AI×ウェルスナビ AIに関するキャリア採⽤者座談会
AIに関する取り組み

社外取締役座談会 議⻑メッセージ 委員会概要・委員⻑メッセージ

ガバナンスの⾼度化

CEOメッセージ︓MUFGの「“いま”と”これから”」

• 20年の想いと「いま」
• 環境・課題認識
• 中期経営計画の進捗とめざす⽅向性
• “変わらぬ原点”と”MUFGならでは”の進化で切り拓く「これから」
• 「成⻑志向の進化」と「挑戦を結果につなげる」という意識

グループCFO ⼗川潤
統合報告書 解説動画

（MUFG Report 2026 ダイジェスト）

Whatʼs 
New

MUFG 
Report

Human 
Capital Report

Click

同⽇
発刊

https://www.mufg.jp/dam/ir/report/disclosure/pdf/ir2026_all_ja.pdf
https://www.mufg.jp/dam/csr/report/hc/2026_ja.pdf
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ディスクレーマー

• 業務粗利益︓ 信託勘定償却前連結業務粗利益

• 業務純益︓ 連結業務純益（⼀般貸倒引当⾦繰⼊前、信託勘定償却前）

• 親会社株主純利益︓ 親会社株主に帰属する四半期純利益

• 与信関係費⽤総額︓ 与信関係費⽤（信託勘定）＋⼀般貸倒引当⾦繰⼊額＋与信関係費⽤（臨時損益）＋貸倒引当⾦戻⼊益＋
偶発損失引当⾦戻⼊益（与信関連）＋償却債権取⽴益

• 連結 ︓三菱UFJフィナンシャル・グループ（連結）
• 2⾏合算 ︓三菱UFJ銀⾏単体と三菱UFJ信託銀⾏単体の単純合算
• RD ︓リテール・デジタル事業本部
• 法⼈ウェルス ︓法⼈・ウェルスマネジメント事業本部
• JCIB ︓コーポレートバンキング事業本部
• GCB ︓グローバルコマーシャルバンキング事業本部
• 受財 ︓受託財産事業本部
• GCIB ︓グローバルCIB事業本部
• 市場 ︓市場事業本部

• 銀⾏ ︓三菱UFJ銀⾏
• 信託 ︓三菱UFJ信託銀⾏
• 証券 ︓三菱UFJ証券ホールディングス
• MUMSS ︓三菱UFJモルガン・スタンレー証券
• MUAM ︓三菱UFJアセットマネジメント
• ニコス ︓三菱UFJニコス
• MUAH ︓⽶州MUFGホールディングス
• KS ︓クルンシィ（アユタヤ銀⾏）
• BDI ︓ダナモン銀⾏
• FSG ︓First Sentier Group
• MPMS ︓MUFG Pension & Market Services
• MS ︓Morgan Stanley

本資料における計数・表記の定義

本資料には、当社⼜は当社グループの業績、財政状態その他経営全般に関する予想、⾒通し、⽬標、計画等の将来に関する記述が含まれています。
かかる記述は、現時点における予測、認識、評価等を基礎として記載されています。また、将来の予想、⾒通し、⽬標、計画等を策定するためには、⼀定の前提
（仮定）を使⽤しています。これらの記述ないし前提（仮定）は、その性質上、将来その通りに実現するという保証はなく、客観的には不正確であったり、実際の
結果と⼤きく乖離する可能性があります。
そのような事態の原因となりうる不確実性やリスクの要因は多数あります。その内、現時点において想定しうる主な事項については、決算短信、有価証券報告書、
ディスクロージャー誌、Annual Reportをはじめとした当社の公表済みの各種資料の最新のものをご参照ください。




